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1.は じめ に.
.本稿では,初級から中級への移行をスムーズにするためのクテス運営の
一試案にっいで述べる。既習文型の組み合わせを軸 に,初級の復習 と同時
に中級のウオ吠ミングアップを図ったものである。・
,早稲田大学の 『外国学生用 目本語教科書目目初級』は前期 あるいは後期
の一学期間に,,全4(γ課を180時間で終わ らせるように作 られて.おり,総
語彙数は約2000(助詞,助動詞の類を除 く)である。これを終了 し,完全に
おぽえ,目自在に駆使できる学習者はここでは対象 とはせず,「学習 砺 理解
はできたが,「十分使いこなす ことのできない学習者」・を対象 どする。上の
ような十分使いごなすことのできない学習者 を本稿では 「応用力不足学習
者」 と名付けることにする。彼 らの使いこなせる文型および文法項 目信基
礎的な,ご くわずかなものに限 られ,そ れのみを使 い,ど うにか切 り抜け
ていることが多い。それは単語のさしかえ練習に終始 している.ことから生
じる,実際 の場面練習不足に起因するものであると考えられるが,す のよ
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うな学習者 が中級 に進 んだ揚合次 の よう な ことが起 こる。
中級 で は課毎 の膨 大な量 の新学習項 目(表現,文 法等),漢字,新 出語彙
なども・ 各課 で使 える.共通 レた もの・とは別 に,そ の課 のテーマに閨す る,
いわばその課特有 の も砂 も含 ま れ て い て1初 級 で麗 に 「応用力不足学習
者■ とな って しまった学習者 は,学 習事項 の洪水 に溺れそ うにな り,悲 鳴
をあげる ことになる。 しか し,落 ち着 いてよ く見てみれ ば,そ の洪水 の中
に,初 級 で学習 した ものがiかな り入 っていることに気 がつ くはず で ある。
初級 で学習 した ものが入 ってい るといって もそれは文末表現 としてで はな
く,他 の表現 と組 合わ され,文 中 に伝関や連 体修飾 の形で出 て来 た りして
いることが多 い。 た とえば,「 甜 してはいげません(26課)」は,初 級授 業
では往 舟に して 「先生,お 酒 を飲 ん でもい いですか、」「いいえ,飲 んでは
いけません。」 といった医者 と患者 の会話 をさせ がちであるが,実 際 の揚
面で文末表現 として使 われ る ことは まれ で あ り,親 が子に,先 生 が生徒 に
対 し,な どという限 られ た状況 にのみ使 われ る。しか し,「～ してはいけな
いと言 われ たけれ ど 一 甲」 「～ してはい けないのはわか っていて も,つ い
・一 」 などのよ うに,他 の表現 と組合 わせ ると,い ろい ろな揚面 で使 われ
る。
初 級 の学習項 目は,そ の内容 が正 しく理解 され たか どうか を教師 が把握
するた めに文末表現 として提示 す るごとは意味 が ある。 が,単 文 だ けで は
な く複文 を扱 うことの多 くな る中級 では,文 末だ けではな く,形 を変 えて
いろいろな箇所 にでて くる既習 の文型 をどの くらい認知,理 解 できるかに
よって・ 内容 の理解,発 話 の レベル に差 が出 てきて しま う目.そこで.r応用
力不足学習者」 が既習文型 を組 み合 わせ て発話で きるよ うに し,ま た,あ
るいはそれ を足 がか りに未習 の語彙,表 現等 の理解 に果敢 に立 ち向か って
レ～く手 助 けとな るよ うに,次 の よ うなクラス運営案 を作成 した。
Hク ラス運 営の教案
L対 象:.中級 クラスの中の応用力不足学習者。
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2.,学習項 目=r外国学生用 目本語教科書 初級』(早稲 田大学語学教育
研究所)の中か ら抽出 した39項目および接続項 目。
3.学習方法;ユ)会 話(学習項買(文型)を自由に組み合わせ,自 発的に
使用)・
2)作 文(1の会話 の内容 をまとめる)
ヰ.期 間:,1)短期集中型(初目から1コマ全部 を使 い・ ごく初期 の段階
で終了する)
2)・長期型(中級の教材 と並行 して行 い,1コ マの一部を使 う)
5.用 意するもの:教師1動 詞のリス ト(カー ド〉(資料2参 照)
2文型リスト及び例文集(資 料1参 照)
学習者 カー ド=文型の組み合わせが書ける大きさの
単藷用 カー ド
6.初 目の授業=1)文 型 リストの39項目と接続項目が既習文型で ある
ことを確認する(揚合により復習が必要〉
2)中 級教科書第一課 に既習文型 がどのくらい出ている
.かを示す。
3)文型組み合わせ例 を提示する。
A十 接続目,B.。
A=文型リス トの中の文型
接続=接続 リス トの中の項 目
B=特に指示 なし
ヰ)活用の復習。毎 目最初 に行 う。動詞・形容詞。
5〉会話。二人一組 になり,与えられたテ ーマ につ い
て,文型の組み合わせを考 えながら会話 を作る。使
った文型組み合わせは学習者 が各 自カー ドに書 き提
出するる会話の発表はテープに入れておく。
6)作文。会話 の内容を100-200字以内に まとめたも
のを提出。
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71毎 日'の授 業;初 日の授業 の うちの4),5),6〉を行 う。6)目につ いては宿
題 として もよい。
7)会 話 のチ エジク。テープ に入れ.ておいた会話 を文字
化 し,教 室で学習者 と一緒 に,使 える文型 を検討す
るQ
8)会 話,作 文を数 回行 った後 に,学 習者 の文型組 み合
わせの傾向 をリス トでチェ ック し,使 わなかった も
のをカー ドに書 く。カー ドはす べての 日本語 の授業
中,机 の上 に置 き,機 会 が あった ら使 うよ う・にす
るD
III解 説
L対 象.
「応用力不足学習者」が対象であるが,実際リクラスでは,学習者の能力
に差炉あるのが普通で,.能力の高い者に対 しては中級 レベルの語彙を与え
る,文型の組み合わせ数 を増やす等 して対応する。.
2・学習項 目
『外国学生用 日本語教科書 初級』・で学習項 目として扱われて いるも
ののうち,接 続詞等 と接続可能と思われるものの39項目を抽出 し,さ ら
に接続項目も11タイプを選ぴ出した。.『講座 日本語教育 第30分冊』(早
稲 冤大学 日本語研究教育センター)の 『「文型Jを めぐる問題点』ηでも指
摘 されているよう'に,文型 と文法,語 彙などとの境界線 が明 らかではない
ために,文型の定義に問題があるが,こ こでけ,』とりあえずこれ らの項 目
をすべて文型 と呼ぶことにする。・
3・学習方法
いわゆる 「実際の場面練習不足」.を解消するものの一つに,自然な形に
1)蒲谷 宏 ・北條淳子 ・小出美河子 ・新居田純野 ・久光直子 ・深田嘉昭 『「文
型」をめぐる問題、県』
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近い会話,(応答形式)等を与え,その中での文型の選択問題,あ るいは穴埋
め問題等が考 えられるが,これ らはすでに揚面が与 え られ てお り・ し炉
も,.解答 も正解が一つ しかないのが普通であう。 この二っの理由か らそ う
した問題等はここでは避 けた。たどえば,「十年ぶ りに偶然友達 と会 う」と
いう背景(テーマ)の下で,教師ぶ,「ずいぶん変わったね。」という揚面.を
与えれば 「昔は・…だったのに」という文型 を導 き出すことはできる。が,
これは学習者 にとっては 与え られた場面であ弘 自発的に会話を作 りだ
す妨げになる。 また,一 場面に対 し,その表現な一つではな く・文型 の組
合わせ方によっては二遣 り以上の表現が可能だか らだ。初出,ので耳な く既
習の文型練習なので,.っまり,文型 の理解が主 目的ではないので,学 習者
は与,えちれた背景(テrマ)の前で自分で場面(会話)を作 り出 し,それに合
った文型探 しをす る こ とにな1る。状況 に応 じた必要文型 を取 り出す能力
は,中級で要求 され る応用発展能力の一つであ り,その開発がこζでの学
習の中心になる。
また,・会話では学習者が使えなかった文型 も,会話の内容をまとめる作
文,あ るいはカー ド利用等で使 う機会 餅与えられている。
4・初 日の授業
・初 日,学習者の 目は希望に輝いている。 いよいよ中級だ。.この輝きを失
わせてはいけない。初級ではいわば目本語の骨組みを学習 し,これからは
肉付け作業をするの だが,そ の前にもうr度骨組みの点検 をし,頑丈な基
礎 を作 りあげることにする。
資料3を 見ればわかるように,文型 リス トにあげられた項 目はr中級教
科書』第 一課(早稲田大学 日本語研究教育センター)に25例もあ り・初級
文型だけでもしっか り押さえておけば,中級読解 もかなり楽になる。これ
を知ることによ り学習者 も自信 を持つことができる。
活用の復習は,一分間にどのくらい言えるかを競 う等 して・反射的に且
つ正確に言えるようになるまで徹底的に行 う。
、ペアワークの会話や会話後の作文に使った文型はカー ドに記入 し教師に
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提出 す る。カー ドには,教 師の印 を受 ける。一度使 った文型 も何度 で も使
うようにし,使 った度 に印 をも らう。教師 の印 を増やす ことが励 みになる
ようにす る。 こうしで増 や したカー ドを手 に持 ち 目で見るこ とで,自 分 が
習得 できた文型 の数 を実 感す る こ と が出 来,そ れ が自信 にっながってい.
く。
作 文は,会 話では使 わな か った文型 を使 う,も う一 つの機会 として設定
した。会 話 には出て こな くて も,限 られ た字数で ま とめる ことによ り出 て
くる文型 もあるか らである。
5,毎 日の授 業
会 話,作 文 の授業 を行 って も,ど うして も使 わない文型 ボでて くる。使
わなか った理 由は二 つ考 えられ る。使 うべ き場面 に出会 わなか った か・・使
うべ き揚面 に出会 ったが 見逃 して しまったかだ。前者 につ いてぱVの お
わ りにで述べ る。後者 の手 当て として前回 の会話 のチ ェ ックを行 う。教師
によって前 もって文字化 された もの を見 なが ら,こ こではこの文型 を使 っ
たほ うがいい とか,こ の二つ の文 を一つ に したほ うが いい など検討 す る。
チ手 ック後 の会話 を暗記 させ るのもよい。
数 回の授 業の後,学 習者 の傾 向 を文型 リス トでチェ ック し,使 わなかっ
たものはカー ドに書 く。 カー ドに.したのは・携帯 に便利 だか らで ある。電
車 の中 でも,コ ー ヒーシ ョップで も,常 にそれ をチェ ックする。教室 では
机の上 に置 き,ど の授 業 でも使 う・ように し,使 った ら,提 出す る。
IV擾 業 報 告
早穏田大学 目本語研究教育センター1995年度秋学期中級1(星崎担 当)
のクラスで実際に行づた授業の報告である。
中級1(担 当およぴ文責 星崎幸子〉
1.クラス
学生はプレィスメン トテス トで各クラスに振分 られるが,学期初めに多
少の移動があリクラスが落ち着 くまでに時間がかか り,学生によっては参
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加 できなかった作業 もある。欧米系(ア メ リカ 斗,ドイ ッ2,オ ース トラ.リ
ア1,ポ ー ラン ド1)と,アジア系(中国2,タ イ2)の比率 が2対1で,パ7
オーマ ンス を得意 とし,.スキ ッ ト,.・ロ}ル プ.レィ等 の練習 に慣れ ている欧
米 系 の学生 が優勢 だ ったた め,作 業 の しやす いクラス となった。
2.文 型 リス ト
文型 リス トの39項 目の中,一 部の学生 に未習 の項 目(一がち,一 ようで
す〉が あ り,説明 を した後,中 級教材 の第一課 の文型 探 しを行 った。本文 の
中 に リス トの文型 をみつ け下線 を引 くと,25例もあるので,ほ とんどの と
ころに線 が引 かれび ウ く.りしていた。
3.活 用 の復習
活 用 を何回 間違 って も正 しいのが言 えない場合 は丼 ス し,次 のに挑戦 す
るこ とに した が,そ .の際,教 師 は正 しい活用形 を必 ず言 ってか ら次 の動 詞
を与 えた。 ペーパ ーテス トと違 って,他 の学生 の前 で,し か も速 さが要求
され るので,学 生 に緊張 を強 いるこ とにな るが,目正 しい活用 が言 えると.い
うことは応用発展 の基礎 力 で あるか ら,時 聞 が許 す限 り,ぜ ひ続 けたい も
ので ある。 これ まで行 った ものは以下 の通 りである。
1)一 分 間に どの くらい活 用 を正 し く言 えるか を競 った.教 師 が動詞 リ
ス トの中か ら無作 為に選 んだ動詞 の 「て形」 を学生 が言 う。最高25,最低
12,平均16で あった。
2〉 ニ チーム に分 け,ど ち らが早 く正 しく言 えるか を競 った。丁 ます形」
の書 いてある動 詞 力rド の中か ら一人 三枚 ず つ 引 き抜 き・終止 形 を言 っ
た。
学生か らの提案 で,チ ー ムに分け,一 動詞 につ いて,い くつ活用 が言 え
るか を競 うとい うものがあった。
4,会 話 を作 る
テーマは以下 の三 つで行 った。
1回 目 「十年ぶ りに ぱった り(偶然)友達 に会 う」
2回 目 「楽 しいお しゃべ り～先生 の悪 口.と友達 の うわ さ」
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.3回 目 「きっかげん二 入 の出会 い」
・二人一 組 のチーム(二 人一組 のペアぶ原則 であ るが,三 人一組 の ところ
もできた).を作 る時ジ 第一回 目は初 日で あ 婆,学 生 同士 お互 いによ く知 ら
ない,嫌 いな人 もまだいない等 の理由か ら隣 り同士 で組ん で も問 題 は な
い。能力 の差 もお互 いに対す る興味やエチケ ッ トと しての忍耐力 が有効 だ
か らだ。 しか し同国人 で組 むの は極 力避 けた。二 回 目以降 は学生 の能 力や
多少わ がまま も出 て来 る・ことを考 慮 しチーム作 りを しなけれ ば な らな、》・
鱒,中1ク ラスでは性格 に 問 題 が な く,能 力 の差 もあま り大 きくないの
で,チ ー ム作 りに大 きな問題 はなか った。ただ三人一組 のチーム・には教 師
は目を配 らなけれ ばな らず,は じきだ され ている学生 がいないか,会 話 の目
分量 熱片寄 っていないかをチ ェックしたげ.
会話 の内容,'設定 は完全 に学生主導で行 い,教 師 は介入 しな いことにな
づ.ているが,行・き詰 まっ,たり,・悩 んでいた.りす るチームには助 言 を与 え
た蒔 しか しこれ はあ くまで助言 であ り,そ れ をそ のまま使,うことのない よ
うに指導 した。た とえば,目1二回 目のテーマ で先生 の悪 口が思いつかず悩 ん
でいたチ ームにはア
.教師=「 高校 の時 に嫌 いな勉強 は何 で した か。」.
学生:「 化学 です。」.
教師=「 ど うして嫌 いで した か。」
学生:目目「授業 がお もしろ くな かづたか らです。」.
・教師=「 先生 はどんな先生 で したか。」
学生=「 厳 しい先生 で した。 こわ い顔 を していま した。笑 った ことが あ
りま.せんで した。」
とい うよ うに嫌 いな科 目の先生 を思 い出 させた。'学生 はそれ をもとにいや
な先生像 を想像 し,悪 ロを作 った。 また,三 回 目のテーマをよ く理 解出来
な いチームがあ り,っ ぎのよ うな助言 を与 えた。
教師=「Aさ ん,Aさ んは大金持 ちのお ぱあ さんです。いつも ロールス
・イス の車 に乗 って います。運転 手が運転 します。目いいですね。J.
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rBさ ん,Bさ ん は貧 乏な学生 です。Aさ ん とBさ んは友達 で
す。今 耳もBさ ん はAさ んの大きな家 に呼 ばれ て・ お昼 を一
緒 に食 べ ます。・大金持 ちの お ばあさん と貧乏 な学生 が出会 うチ
ャンスはた くさん あ ります か。 いつ,ど こで二 人は友達 にな り
ま したかの
と.質問す る と,少 し考 えて,
学生=「 自動車 の事故 です。学生 がおば あさん を助 けました 。」
と答 えた己
教師=「 それ では二 人 が友達 にな った きっかけは なんです か。」
テーマ を理解 したこのチームは,一 人 の男性 をめぐって元 恋人 と現在 の恋
人がエ レベー ターの中で話 す,と いう会話 を作 り上 げた。
学 生は会話 を作 勢なが ら・カー ドに使 った文型 な どを書 き込 んだ り・ ノ
ー トに出来上 がった会話 を書 いた りす るが,教 師 がそこに間違 いを発見 し
ても,重 大 なもので なげれば ここでは直 さず・会話 のチェ ックの時 まで待
つ こ とにす る。文型 リス トを片 手に学生 は一 つで も多 くの文型 を使 お うと
していたが,文 末 に使 うこ とが多か った。
5・ 会話 の発表
発表 の揚 では,発 表 を聞 く者 が無駄 な時間 と感 じる ことのないよ うに・
二 つの ことに留 意 した.一 つ は,発 表 を聞 くだ けで終 わ りとせず に・聞 き
取 り,理 解 が出来た か,会 話 の内容 につ いて・聞 いていた学生 に質問す る
ことで ある。ス ピーチに しろ,会 話 に しろ,学 習者 の発表 は・教師 の 日本
語 とは違 い,発 音,文 法 の誤 り,あ るいは未 習 の表現(発表者 が独 自に辞
書で調 べ て使 った もの〉等 のため聞 き取 りに くい ものにな り,聞 く側 は興
味 を失 って しまった り,集 中 しなか った りす る ことが起 こるか らである。
なお,発 表 の中 で,発 音 が不 明瞭なため内容 がわか りに くい場合 は・途 中
であって も教師 が確認 した。 もう一 つは,発 表者 が席 を立 って発表す る場
所 に行 き発表始 めるまでと,発 表終了 後 には教 師が率先 して拍手 す ること
で ある。盛大 な拍手 によ り,発 麦者 も聞 く者 も発 表 に対 し・気合 い が入
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り,積極 的 になれ るか らで ある。幸 い・ 中1ク ラスでは盛大 な拍手 は もち
ろん 口笛 を吹 く者 もいて,発 表 の場 としては雰囲気 のいい,盛 り上 がった
ものになった。内容 の質問 につい ても,正 当率 は90%以 上で あ り,集 中
して聞 いていた様子 が窺 えた。
発表 はテープに録音 するが,そ の際 ノー ト,メ モ類 は思 い出せ ない時 だ
け見 るよ うに指導 した。全 体的 に回 を追 う毎 に見る回数 が減 っていった。
6・ 会話 のチェック
学 生 が自分で作 り出 した場面 にふ さわ しい表現 を探 し出す場 である。会
話 の発表 のテ`プ を教 師が文字化 した ものをコピー し・教室 で一緒 にチェ
ックした。 どの文型 が使 えるか1ど んな 組 み合 わせが あるか を探 した り,
文法的 な誤 りを直 した りする ことによって 自然 な会話 に してい く作業 を通
して,学 生 は既習の文型 が思 っていた以上 のカ を発揮 することを発見 した
ようだ.(チ ェ ック例3〉参照〉
また教師 も文型練習 のむず か しさを実 感 させ られた。 下記 の例 文5「A
さんは結婚 したい げど,女 の人 は誰 で も結婚 したがない」 を検討 していた
時のこ とだ。 この文章 はテーマ2(楽 しい お しゃべ り 先生 の悪 口と友達
の うわ さ〉の会話 の冒頭 に出 て来 る もので,次 に 「そ うですか。花嫁 は誰 で
すか。Aさ んはまだ若 いのに結婚 したいん ですか。意外 です。」と続 く。初目
め,花 嫁 の部分 に問違 いがあ り,こ の文章 は 「Aさ んは結婚 した いけど女
の人 は誰 も結婚 したが らない」 と直せば いい と思 ラていた。 しか し,い ろ
いろ質問 してい くうちに下記 のチ ェック後 の例文rAさ んは結婚 した い女
の人が いる らしいが,目相手 は結婚 した くな いら しい」 のよ うに言 いた かっ
た とい うことがわ かった。学生 は 「～が る」 の文型 を使 お うとしたよ うだ
が,も 切 これ が 「～ がる」 を使 って短文 を書 きな さい とい う文型 練習 だ
った ら,教 師 はこの誤解 に気 づかず通 り過 ぎて しまったのではないだ ろ う
か、や は り,文 型練習 はそ の文型 が登場す る背景(必然性〉を抜 きには考 え
られ ない し,そ の背景 をどのように与 えるかが重 要なポィ ン トになって い
る と言 えよ う。
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チ ェ ックの基準 もまたむず か しい問題 で ある。学 習者 は 日本人 にな る こ
とを学習 す るのでは なく,日 本語を使 って 自分 の言 いた い ことを表現 す る
ことを学習 す るの である。 目本入な らこ うい う場合 こんな ことは言わ な い
と教 えることはできる。 しかし・ それはr日 本人 な ら」 で ある。r外 国人
な ら」 そ う言 うか も しれな いという立揚 に立 ってチ ェ ックした。'下にチ ェ
ックの問題 例 を二例記 した.
1)テ ーマ3の 会話(授業終了後に先 生 が学生 に話 しかけている場面)
A=「Bさ ん,今,時 間があ ウますか。」
B=「 は い,時 間は大丈夫 ですよ。」
A=r喫 茶 店 にコー ヒー を飲 みに行 きませ んか。」
B=「 え一 とね,　テきましようD」
2)テ ー マ1(十年 ぷ りに会 った友達 との会話)
A:rあ,Bさ んしば らくで した。」
B;rそ うですね。ひ さ しぶPで す ね。」
A:「 そ うですね。 お元気 でナか。」
B=「 はい どうも。元気 です。 あなた も元気 ですか。」
A=「 おかげ さまで元気 です。最後 に会 った時,子 供 で した けど,美 人
にな りま した ね。今 何 をしてい ますか。」
例1)先 生 に対 し,こ うい う対 応 の しかたは失礼 で あ り・ 人問関係 に
支 障 を来 たす.話 者 が意図 しないのに失 礼 にな って しま うよ うな重 大 な揚
合 には教 師は指導 しな ければな らない。 でほど う答 えれ ばいいのか。 ただ
「はい」と答 えれ ばいいと指導 した ところ,日 本 では,学 生 はいつ も先生 に
対 し 「は い」 と しか言 えないのかとい う質問 が出た。時 闇が あるかど うか
を聞 かれた時 はどち らでもいいカミ,暇 だ と答 えた ら,次 の質間 に 「はい」
と しか答 え られ ない。 も しいやだった ら喫茶店 に着 くまで に何か言 い訳 を
考 える しかない と説明 した。 この会話 に登場 する 先生 は実 に賢 い先生 で・
喫茶店 に誘 った理 由は学生 の父親の会社社長 にお金 の ことで相談 した いか
らで,ま ず初 め に暇 か ど うか を聞 いてい るという点 につ いて も説 明 した。
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会話 を作 った学生 は意 図 しなか ったよ うだが,借 金 の話 炉出た後,先 生 と
学生 の立場 が逆転 し,言 葉遣 いの丁寧 ざも逆転 して しまったお もしろ さも
説明 した。
例2)何 年 も会 って いない 友達 に会 った時,元 気 かど うか の挨拶 に こ
れほ ど時 間を費やす のは不 自然 である。「お かげ さまでJも,一 般 的 に語義
通 りに使 われる9は 少 ない と言 っても,や は りこの揚 で は不 自然 である。
この不 自然 さは指摘する.ま たrBさ ん'しぱ らくで した。」 はrBさ ん,
ひさ しぶ りです。」に直 す。 さて,「最後 に会 ったのは子供 の時 ですが,美
人 にな 勢ましたね。」 は 「目本人」 な ら言わな いとす るか,ど び う問題 が
ある。 このテーマでは 「昔 は太 っていたのにやせ ま したね」や 「す みませ
砺 名前 を忘れ て しまい ま した」 とい うのが挨拶 のあ とに続 いている会話
ヵ言あった。 これ らは 目本人 な ら言 わないか もしれ ないが,外 国人だ か ら言
って もいい とした。 こ うい う立場 を とる利点 は学生 の言 いたい ことが言 え
る揚 を取 り上 げない とい うこ とである』不 自然 さを直 しすぎる と,学 生 の
自主性 を損 ない、ひ いては意欲 を失 わせ ることにな る。
3)チ ェック例
チェ ック前
1コ ンサー トのキ ップ が二枚 ある。一緒 に行 こうか。
2試 験 の時,Aさ んの試験 をコ ピー した。でも先 生 が見た。それ か ら
両親1こ説明 した。
3一 か月位,家 か ら出 られ ない と言 った。それで コンサー トに行 けな
いo
千 会 社 に入 った け ど,あ の時間 あん ま り悪 くし,人 々はや さしくな く
て会社や めた。
与 友達 による と,Aさ んは結婚 した いけど女 の人 はだれで も結婚 した
がない。
6先 生 は毎 日宿題 いっぱい,授 業す る時学生 に話 します。本 当 にきび
しいですね。
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7た ぶん先 生は来 ませ んかな。アルバイ トをた くさん して います。.疲
れたね。
8さ ワき私 は あなたの家 に電話 した こ とがあったが・誰 もいなそ うだ
った。
9,いつ時聞が あるか ど うか,ま だ まだわか りませんが,来 週教 えて も
い いですか。
10私 を忘れ てみた のに逃 げ られ ない よ。
チ ェック後
1コ ンサ ー トのキ ップ が二枚あるんだけ ど,一 緒 に行 かない。
2試 験 の時,Aさ んの試 験 をカンニ ング して しまった(しちゃった〉ん
だ けど,先 生 に見つ か って,両 親 に言 われ ちゃ った の。
(試験の時,Aさ ん の試 験をカンニ ング した ら先 生 に見つか って し
まって,)
3一 ケ月位,家 か ら出 てはいけない と言 われた か ら・ コンサー トには
行 けない。
4会 社 に入 った けど,忙 しすぎる し,同僚 もや さし くな いのでやめた。
5友 達 か ら聞 いた話 に よると,Aさ んは結婚 した い女 のひ とがいる ら
しいけど,相 手 は結婚 した くない らしい。
6先 生 は宿題 をい っぱい出 す し,授 業 の時,学 生 に話 しをさせた りす
る し,本 当にきび しいですね。
7た ぶん先生 は来 ないで しょう。アルバイ トをた くさん しているそ う
だ か ら疲れ ていると思 います よ。
8さ っきあなたの家 に電話 した けど,誰 も出 て来 なか った。
9今 遍 は忙 し くて いつ暇 か今わか らない ので,来 週連絡 して もいいで
す か。
10私 を忘れ た いかもしれ な いけれ ど,逃 げ られ ない よ。
7、 作文
各 テー マにつ いての作文 を宿題 に した。会話 で は短 い文 の方 がよ り自然
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とい うこ ともあるが,あ る程度内容 のある会話 を200字前後 に まとめるた
めには,接 続 詞,連 体修飾 などを積極的 に使 い,一 文 の長 さを長 くし,・文
数 を減 らし,要 領 よ くまとめなげれ ぱな らない。 それ が うま く出来ず,200
字詰 めの原稿 用紙一枚 以内 で とい う指示 があるにもか かわ らず,二 枚提出
する学生 もいた。そ うい う学生 の作文 には会話 の一部 がそ のまま書 いて あ
る場 合 もあった。 が,大 体 よ くまとめて いた。下記 の作文 はテ ーマ1の 作
文例 の一 部 で ある。
@キ ャンパ ス でばった り子 供 の 時 か ら知 って いるAさ んに会 った。目
ひ さ しぷ りだ ったので本 当 にび っ く りした けど,Aさ んが美人 にな
った と言 って くれた か らとて も嬉 しか った。
8・暗記 とモデル会 話
会話 チ ェックを文字化 した時 は時 間の都合 で教師 の手書 きした ものをコ
ピー した が,チ ェック後 の,よ り自然 な ものにな った会話 は,ワ ープ ロで
打 っ てコピー した ものを学生 に渡 した。 自分 の作品 が印刷 されたの を見 る
ことは,学 生 にとっては大 きな喜び のよ うで あった。 これ を暗記 す るこ と
を宿題 にした。暗記 は重要 な もので,正 しい 日本語 をきちん と覚 えるこ と
によ り,基 礎力 が大 きく伸び,そ れ を もとに応用発展能力 を身 につ けるこ
とが できる。
暗記後 もうr度 会話 の発表 をした。今度 はそれ をビデオ に撮 った。初 め
メモ を見 る学生 がいるの では ないかと心配 した が,全 員完全 に暗記 して,
衰情 も豊 かに発表 した。撮影 も教室 の中 ではお もしろ くないので,教 室 を
出て,キ ャンメス の中 で撮 った,撮 影 後,教 室で鑑 賞 した。 これは 目本 み
やげ として渡すつ.もりである。
今 度 は教 師のがん ばる番 である。一 回 目のテーマ(十 年ぶ りに偶然友達
に会 う)の全作業 が終了 した時,あ る 「しか け」 を用意 した。 授業 中,ド
ァをノックす る音 渉 して,一 人 の 日本人女性 炉現れ る。教師 はび っ くりす
る。 もう十 年 も会 っていない友人 だか らだ。 とい うものだった。親 しい友
人の協 力 を得 て行 ったが,教 師が大根役者 で,つ い教室 のす みず みに聞 こ
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えるよ うに大 きな声 で話 した り,学生 のほ うを向 いて話 した りして・ うま
い芝居 とは言 えなか ったが 学生 には好評 だった。 内容 も聞 き取 れ ていて・
「十年ぶ り」 とい う言葉 を聞 いてあや しい と思 い始 めた とか,・先 生 ぽぴ っ
く りした とい う言葉 を何回 も使 った とも言 っていた。
最後 に,日 本人だ った らこ ういう場 面(テーマ)にき っとこ ういう会話 を
す るだろ うと思われ るモデル会話を作 って,そ れ を参考 と して渡 した。 こ
れ で全作業 の終了 で ある。
9.ま とめ
この教案 を簡単に説明す ると次のようになる。 まず,卸級 を終 えた学生
び中級のクラスに入った初 日に,一課,二 課,三 課,の 文字以外 は何 も書
いていない白紙のテキス トを渡 され る。 そして一課のテーマ(例えば,十
年ぶgに 友達 に会 う等)を与 えられ,チ ームに分かれ,自 由に,た だ し初
級で学習 した文型(文型 リス トの文型)を使 うとい う条件 の下 で会話 を作
る。その会話のアイディアをクラスに発表 し,それを教師 と学生の共同作
業でチェックし,よP自然 な会話にする。 これで各チームの一課の本文 が
完成 したことにな翫 一課で取 り上げる文型 は,文型 リス トの中か ら学生
が選び出したものや教師が示唆 した ものである。応用練習は各自が会話 の
内容 にっいて書 いた作文である。こ紅でテキス ト作 りは終了 し・次にテキ
ストの本文を暗記 し,再現 したものをビデオに撮 る。以上で応用発展能力
開発のための授業は終了す る。学生の手元には自ら作成 したテキス トとこ
れからの課題 として文型 リス トの中,使 わなかった ものを記 したカー ドが
残 る。こうして初中級 を終了 した学生は中級へ と進んでいく。
学生同士 が仲 よく,クラスに笑いがあ り,それでいて適度の緊張感があ
り,学生の目は常 に教師に向けられている,そんなクラスを筆者は目指 し
ている。中級 はそれぞれ違った学習歴や文化を持った学習者が集 まって,
新 しいクラスを構成する。おさしみが嫌いな○○ さん,経済が専門 の○○
さんというような実際の情報 の外に,皆 が作 った会話の情報 も学期初 めの
共通の情報 が少 ししかないクラスの共有財産 として役 に立つ。学期初めに
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行 うことによ 勢・早 い うちに連帯感 が強 ま り,ク ラス の雰 囲 気 が よ く な
り,結 果 として授業 で間違 った り失敗 した りす る ことを恐れ な くなる。
中1ク ラスでは,会 話 の中の役割 や 情報 や話題等 ボ定着 し,あ の時 の,
あの会話 のと言 えば,「ああ」と学生 がす ぐわかるよ うになっていった。テ
ーマ1の 会話 で 「赤 ちゃん がいて もいな くて もか まわない」 とチ ニ ック し
たが,テ ーマ2で 同 じよ うな状況 が出て きた時,こ の赤ちゃんの話 を した
ら学生 はす ぐわか り 「先 生 がたた くか ど うか,た たか ないか どうか,我 々
は先生 のお弁 当にへぴ を入れ ま しょう。」 を 「先生 渉たたいて もたた かな
くて も,先 生のお弁当にへび を入れ ま しょう。」と直 した。また中1ク ラス
はよ く冗談 が飛ぶ交 うクラスだ が,そ の多 くは会話 の内容 に基づ いた もの
である。
文型 に?い ては 文末 ではな く,な るべ く文中 に使 うように指導 した が,
やは りむず か しかった よいで ある.。しか し学生 は積極的 に使 お うと努力 し
てお り,文 型 リス.トがなけれ ば これ程使 わなか ったのではないかと思 われ
る。
会話 を作 る作業 も教師 が予想 した以上 に積極 的で,テ ーマ2で 友達 の う
わさ話 を作 る時,発 表前 に友達 に聞かれないよ うに教師 に小声で質 問 した目
勢してい た。会話 の展開に も各 々工夫 していた。作文 と違 って一人の発想
で押 し進 めるこ とが できないので(二 人 あるいは 三人 の共同作業な ので),
相手 を説得 した り,相 手 を理解 した りす る言語行動が要求 され,そ れ を克
服す るこ とによ 鉱 応用発展 能力 が高 まるのである と言 えよう。
Vお わ りに
国籍ではっき勢分けることは出来ないが,自己表現や想像力 を要する作
業を苦手 とする学生がいる。総じて言えば,ア ジア系の学生に多 く見 られ
る。そ ういう学生が積極的に参加でき,い い結果が得 られるような手 当て
を考 えるのが一つの課題である。
また,文型の組み合わせの数 を出来るだけ多 くと考 えていたが,い ざ教
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師がその例文を作る段になって,案外時間炉かかることがわかった。これ
を教室で学生に課 した揚合,能 力以上 のことを要求することにはならない
か。文法,語 彙のいずれ も力不足の学習者が,文型練習の時胤 提示 され
た文型 の例文のコピーのような短文 しか作 らないgも 頷ける2そ もそ も・
語の数 が増えれば増えるほど,文 の意味が細か く.規定さわて いくわけで・
文型 の数ボ増 えればその分制約も増 え,似 たような文 しか作れなくなる。
結局,一 文型+接 続を文中で使 うようにし,文末については特に指示 を与
えず自由に七た。文意は文末で決まるのだか ら,そこを学習者に自由に.さ
せるということは,学習者に自発的な場面を作 らせ,そ れに合った表現を
探 させるということである。その結果,使 うべき場面に出会わなかっだ と
いうことが起 こる。これは自主性を重んじた当然の結果 と言える。それに
対 しては,学習者が積極的にいろいろな場面に出会 うようにすることに頼
らざるを得ないのである。しかし・皮肉なことに学習者はどうや って出会
った らいいかわからない。ここに今後の課題があると言えよう。
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()の 中 は早 稲 田大 学 初 級 日本 語 教科 書 の課
Vて い ます(17&2!)
Vに 行 き ます/来 ま す(18)
V,1-A〈瑞NA-A両 そ うで す(20&37〉 〔寒 そ うです 〕
Vて あ げ る/も ら う/く れ る(20)
V,1-Adj,NA-A司pNんで す(21)
vよ うに,1-AdJ,NA-Adj,Nにな ります(22&26)
Vた レ、で す(22)
Vて あ ります(24)
V,1-AdJ,NA-Adj,Nでしょ う(25)
Vナ1-A司・NA-A司,Nと 言 い ます/と 思 い ます(25&2動
V始 め る!終 わ る/続 け る/出 す(26)
V,1-A両,NA-Adj,Nてもい い です(26)
V,1-A砥NA-A(",Nて は い け ませ ん(26)
V,1-A両》NA-A丙,Nな くて も いい で す(26〉
V,1-A両シNA-A頃,Nな くて は ノな けれ ば い けま せ ん 〔26)
V,1-A両,NA-A両,Nな くて は/な けれ ば な りま せ ん(27)
V・1-A面,NA-Aの,Nそ うで す(28)〔寒 い そ うで す。〕
Vて しま い ま す(28&34)
Vこ とが で きま す(29)
Vこ と に します(29)
Vこ と1こな ります(29)
V,レAdj,NA-A司,Nぽ うが い い で す(30)
Vよ うに しま す(3D)
V,1-A貼NA-A砥N・ はず で す(31)
Vつ も りで す(31〉
V,1-A司,NA-AdあNよ うで す(31δ532)
V,1-A両,NA-Adj,Nらしい です(31)
V,目1-A函,NA-A司,Nかも しれ ませ ん(31)
Vシ1-A両 が ります(32〉
V〔 う ・よ う〕 と,愚い ます(33)
(とき どき〉V〔 現 在 形 〕 こ とが あ 夢ます(33)
(前に)V〔 過 去 形 ～た 〕 こ とが あ ります(33)
Vて き ま す(34〉
Vて い き ます(34〉
Vて お きたす(34〉
Vて み ま す(34)
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V〔 命 令 形e・g・しろ〕 と言 いま す(37)
V〔 過 去形 ～ た 〕 ば か りで す 〔4D)
V,1-A司シNA-A両pNに ちぶい あ りませ ん(40)
A(例文)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
10.
正1晶
12.
Vて います
本 を読んでいます。/新宿に住んでいます。/赤ん坊 はもう寝ています。
Vに 行きます ノ来ます
切符を買いに行きます。/食事 をしに来ます。
V,1-A司,NA-A両そ うです
かぜをひきそ うです。/暑そうです.
Vて あげる!も らう/くれる
私は森 さルに英語を教えてあげます。/私は林さんに英語を教えてもらいま
す。
中村 さんは私に英藷を教 えてくれます。
1-Adi,NA-A両,Nんです
勉強するんです。/広いんです。!大好きなんです。/右なんです。
Vよ うに,1-A甫,NA-A勇,Nになります
早 く起きるよ うになりました。1大きくなります。/静かになります。
医者にな ります。
Vた いです
友達に会いたいです。
Vて あります
木が植 えてあ9ます。
V,1-A司,NA-A頃,Nでし二う
明 日は晴れるでしょう。/あ さクては暑いでしょう。ノ京都はきれいでしょ
う。
鈴木 さんは社長でしょう。
V、1-Adi,NA-A街,Nと言います ノと思います
・加藤 さんはまだ来ると言いました。/これが一番いいと思います占
富士山はきれいだと鈴木さルは言いました。/田中さんは社 長 だ と思 い ま
す。
V始 める/終わる!続 ける/出す
大山さんは話 し始めます。!大川 さんは書き終わりました。
高橋さんは勉強 し続 けます。/赤ちゃんが泣き出しました。
V,1-Adj,NA-A司,Xてもいいです
辞書を見てもいいです。/部屋は暗 くてもいいです。/宇 ボ下手でもいいで
す。
書 くものは鉛筆でもいいでナ。
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13・V・1-A両・NA-A面》Nて は い け ませ ん
こ こで た ば こ を吸 って はい けま せ ん。/荷 物 は重 くて は い け ませ ん 。'
弛 強 ボ 嫌 い で は い け ま せ ん 。/赤 いペ ン では い け ませ ん 。
1生V,レA函,NA-A毒,Nな くて もい いで す
早 く来 な くて もい い です 。/食 事 はお い し くな くて もい い で す 。
字 は上 手 で な くて もい い です 。/コ ー ヒ ーで な くて もい い で す。
玉5.Vラ1-AdLNA-A司,Nな くて は/な けれ ば い け ませ ん
出席 しな くて は い け ませ ん。/お 茶 は熱 くな け れ ば い け ま せ んg
答 案 は きれ い で な くて は い け ませ ん 。/成績 は百 点 で な けれ ば い け ませ ん 。
16,V,1-A両,NA-A頃,Nな くて は/な けれ ば な りませ ん
7時 前 に帰 らな くて は な りま せ ん 。/美 し くな けれ ば な りませ ん 。
ま じめ で な くて は な りませ ん 。1学生 で な けれ ぱ な りませ ん。
17、V,1-A頃,NA-A司,Nそ うで す
1時問 ぐらい か か る そ うで す./東 京 の 夏 は とて も蒸 し暑 い そ うで す。
加 藤 さん は元 気 だ そ うで す 。/交通 事 故 だそ うです 。
18.Vて し まい ま す
足 を折 って しま い ま した。/そ れ は捨 て て しま い ま した 。
19.Vこ とが で き ます
日本 語 を話 す こ とが で き ま すじ
20.Vこ とに します
毎 日3時 間 勉 強 す る こ とに します 。
21.Vこ とに な ります
ま た試 験 を受 け る こ とに な りま した。
22・V,1-A司,NA-Adj,Nほ うが いい で す
毎 目運 動 した ほ うがい い で す 。ノお も しろ い ほ うが い い です 。
便 利 な ほ うが い い です ウ/お茶 の目ほ うび い いで す 。
23.Vよ うに しま す
日曜 目 は休 む よ うに します 。
24』VJ-Adi,NA-A両,Nは ず で す
先 輩 渉大 学 院 に い るは ず で す 。ノあ の店 の ほ うが もっ と安 い はず で す。
あの へ ん は か な り静 か で す。'「明 日 の授 業 は休 講 の はず です 。
25、Vつ も りで す
毎 日図書 館 へ通 うつ も9で す 。
26,V,1-A両,NA-A両,Nよ うで す
九 州 は雨 が降 って い る よ うです 。/熱 は な い よ うで すo
こ の道 の ほ う渉安 全 な よ うです 。、'中村 さん は大 阪 の 出身 の よ うです 。
27、VII-A甫,NA?Adj,Nら しい です
ゆ うべ どろ ぽ うが入 っ た ら しい で す 。/外 は ず いぶ ん寒 い ら しい です 。
高 橋 さん は病 気 ら しい です 。ノあの人 は大 学 院 の学 生 ら しい で す。.
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2&Vコ1-A南,NA-Adj,Nか も しれ ま せ ん
高 田 さん は も う退 院 した か もしれ ませ ん。/テ ス トはや さ しい か も しれ ませ
ん 。
あ そ こは少 し不 便 か も しれ ませ ん 。ノ京 都 の か たか も しれ ませ ん 。・
29.V,1-A丙 が あ りま す
池 田 さん は 映画 を見 た が りま した 。/小 林 さん は うらや ま し力勤 ます。
3αV〔 う ・よ う〕 と、思 い ま す
も う少 し待 と うと思 い ます 。
31.(と き どき〉V〔 現 在 形 〕 こ と があ9ま す
と き ど き会 社 を休 む こ と渉 あ ります 。
32.(前 に)V〔 過 去 形 ～ た〕 こ とびあ りま す
前 に ピァ ノ を習 った こ とが あ りまナ 。
33.Vて きま す
だ ん だ ん涼 し くな って き ま した 。
34.Vて い き ます
だ ん だ ん寒 くな っ てい き まナ。
35.Vて お き ま す
掃 除 を して お きま す 。
36.Vて み ま す
こ の洋 服 は似 合 うか ど うか,着 て み ます 。
37・V〔 命 令 形e・g・しろ)と言 います
よ く学 び よ く遊 ぺ と言 い ま ナ。
38.V〔 過 去 形 ～ た〕 ば か りです
彼 らは結 婚 した ば か りで す'。
39,V,1-A街ンNA-A両,Nに ちがい あ りませ ん
す ぐわ か るに ち が い あ りま せん 。/パ ー テ ィ ー はつ ま らな い に ち ボ い あ りま
せ ん 。
小 田 さん は 元 気 に ちが い あ りませ ん。/あ の入 は大 森 さん に ち が い あ りませ
ん 。
接 続
～ て/で ～な いで/～ て か ら
～ が!け れ ど も/の1こ
～か ら/の で
～ ば/た ら/な ら/と
～ な が ら/～ た り～た り
～カ』～ カ、/～カ、ど うカ、/疑問 詞 ～ カ、
～ま で!～ ま で に
～ し ～ し
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1飢
〃ため〔に〉
醒とき1〃 たびに=
～な くても/ないでも
押のは
連体修飾
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資 料2動 詞 リスト
『学国学生用 日本語教科書 初級』〔早稲田大学語学研究所)1～40課の動詞 リス
ト
1』
◎思 う
似合 う
合 う
手伝 う
◎解 く
弾 く
引 く
◎泳ぐ
◎話す
足す
押す
敷ナ
起こす
冷ます
五段動詞
笑 う 払 う
習 う 通 う
飼 う,会 う
間に合 う?
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乾かす 減らす 落とす
溶かす 暮らす 冷やす
もらう 吸 う
洗 う 違 う
言 う 歌 う
聞く 浮 く 置 く
開く 焼 く 抜 く
ほどく
?
?
?
?
?
?
返す 貸す
越す 渡す
直す 外す
動かす 引越す
沸かす 過ごす
思い出す
◎死ぬ
◎立つ
◎遊ぶ
選ぶ
◎痛む
進む
◎帰る
切る
知る
散る
当たる
閉まる
始まる
起こる
眺める
潜る
待つ
運ぶ
喜ぶ
組む
沈む
撮る
直る
戻 る
減る
重なる
決 まる
止 まる
ねだる
亡なる
ごらんになる
しめ切る
?
?
?
?
頼む
楽しむ
降る
困る
売る
飾る
預かる
こなす
伝わる
混ぜる
実る
おっしゃる まいる
お目にかかる
?
?
?
?
休む
包む
乗る
作る
割る
なる
わかる
くれる
上がる
演んばる
見つかる
?
?
?
?
読む
とけこむ
走る
入る
眠る
当る
泊まる
終わる
変わる
下がる
曇る
つかまる
暖まる
受取 る
育つ 役立つ
結ぶ 学ぶ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
一205一
2.一段動詞
◎見る 起きる
過ぎる わびる
◎出る 寝る
答 える 食べる
やめる 開ける
つける 建てる
汚れる 含 める
訪ねる 怠 ける
見える 植 える
始 める 調べる
着る
用いる
考える
集 める
負ける
勤める
暖める
受ける
晴れる
伝える
似 る
疲れる
あわてる
あげる
はめる
改める
着せる.
.広げる
乗せる
借 りる できる
教える
溺れる
入れる
連れる
捨てる
聞こえる
続ける
3.す る
生 来 る・
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資 料3
も っ と リサ イ クル しよ う!
◇内 容=も っとリチイクルの努力をレようという提案文(小学生の作文)
礁_ワ 嘩:リ サイクル.ゴ ミ揖 簸 て　 んしょうがく　 さ幟
かいしゆう
◇目 標=文 の中のことばとことばの関係を読み取る
もく ひよう かんけい よ と
(本 文>
空き缶などはリサイクル しようと思えばいくらだってや り方がある。わたしの家
あ かん おも かた いえ
でや っ てい る リサ イ クル は,ア ル ミ缶,牛 乳 パ ッ ク,ト レイ,乾 電 池,段 ボ ール,
かん ぎ寧うに中う.か んでん ち だんノ
空きビン,古新聞などだ。 わたしの家では,ア ルミ缶は知 り合いの人にあげたり,
ホるしんタん し あ 　`・く うか ん鳥 ・ に持 って 行 った りして い る。 牛 乳パ ック,ト レィ は ス ー パ ー に持 っ
ちよう も ハ
て行 く。段ボール,古新聞は集 団回収のところに持 って行 く。乾電池は,板橋区の
しやうおんかいしヰう いたばし く
回収 籟に入れる。その池,多 数の リサイクルの仕方がある.例.えば,乾電池,ア ル
かいしゆうばこ た た すう し かた たと
ミ缶,牛 乳パ ックは学校に持って行 くこともできる。アル ミ缶 ぐらいは リサイクル
してほしい。
お たしのお母 さんは,ゴ ミの中からアルミ缶を拾 っている。・わたしも手伝ってい
かあ ひろ てつ港
る。 お母 さんは,少 しずつ リサイクルに関心を持つ人が増えてきたと言っている。
かんしん ふ い　 ノ
でも,空き缶にタバ コの吸いがらなどを入れる人がいる。お母 さんは,と ても困っ
あ す ノ.こ ま
て い る。 ほ ん と うに困 った こ とだ と、愚 う。
ノ
も うす ぐ,埋 立 地 が ゴ ミで い っ ぱ い に な っ て,使 え な く な って し ま う。 多 くの 人
うめたτう.}お お
に埋立地を見て考えてほしい。
かんが
東京都の1巨 のゴミの量は,大 きなポ リパケツいっぱいに入 れ て並べ ると,束
と ウよう なら い
京～大阪駅まで続いてしまうほどだそうだ。 みんなが少 しずっでもリサイクル したおおさかえき つづ す二 ㌔
ら,も っ とゴ ミ が少 な く な るは ず な ので,な るべ く リサ イ クル して ほ しい6～
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